
全国学力・学習状況調査を授業改善に生かす １  

全国学力・学習状況調査の問題を解いてみましたか？ 

６年生担任だけでなく、全教職員が問題を解くことにより、

授業改善の方向性も見えてきます。 

 何回かに分けて、問題の趣旨や指導の在り方を解説してい

きます。それぞれの学校において、指導に生かしてください。 
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１ 

友
人
を
家
に
招
く
。 

２ 

自
分
の
信
念
を
つ
ら
ぬ
く
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３ 

全
員
が
す
ぐ
に
承
知
し
た
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１ 

シ
ャ
ワ
ー
を 

あ 

び
る
。 

 

２ 

鳥
の 
す 

を
観
察
す
る
。 

 

３ 

び
ょ
う
い
ん 
に
行
く
。 

出題漢字 学年配当 

第２学年「知」 

第３学年「病」「院」 

第４学年「信」「念」「浴」「巣」 

第５学年「招」「承」 

小学校 国語Ａ 

 設問１は、毎年漢字の問題が出題されます。今年の問題

は、第２学年から第５学年までの漢字が出題されました。   

文の意味を理解した上で、漢字を正しく読んだり書いた

りすることが求められています。 

設問１ 出題の趣旨 

  学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読んだり書いたり

することができるかどうかをみる。 

 

 全国学力・学習状況調査の直前に、漢字の特訓をして

も、なかなか成果は現れないわけだ・・・ 

小学校５年生までに学習する漢字 

    第１学年 ８０字      第２学年 １６０字 

第３学年 ２００字     第４学年 ２００字 

    第５学年 １８５字     計 ８２５字 



 漢字の問題からも、全国学力・学習状況調査は、６年生担

任だけで対策を立て、指導するのではなく、学校全体で組織

的、計画的に取り組むことが重要であることが分かると思い

ます。 

授業 

○ 導入で、書き順、意味など確認

する時間を設ける。（家庭学習で

行ってきた漢字を短時間で確認） 

○ 豆テスト、漢和辞典引き競争等

意欲を高める活動を行う。（単元

計画の中に設定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連 

 

 各学年で学習する漢字を、その学年でしっかりと身に

付けさせることが重要です。そのために、指導を工夫

しましょう。 

学習指導に当たって大切なこと 

（１） 当該学年までに配当されている漢字を習得させる。 

○ 文や文章の中で適切に使うことができるように指導する。 

○ 新出漢字を一画一画丁寧に書いて覚えたり、既習の漢字を意図的に復習したりする

ことができるように計画的に指導する。 

○ 漢字のもつ意味を考えながら正しく使ったり、同音異義語に注意して使ったりする

ように指導する。  

（２） 国語辞典や漢字辞典の利用を習慣付ける。 

○ 国語辞典や漢字辞典を日常的に利用して調べる習慣を付ける。 

○ 辞書の利用について学習する第３学年から意図的・計画的に指導する。 

○ 辞書を日常的に活用するために、必要なときにはいつでも辞書が手元にあり、使え

るような言語環境をつくっておく。 

○ 国語科の学習のみならず、各教科等の調べ学習や日常生活の中でも積極的に辞書を

利用し、語句を拡充し、漢字を正しく読んだり書いたりすることができるように指導

する。 

授業だけでなく家庭学習と関連付けることが、漢字の学習に

おいては、有効です。 

家庭学習 

○ 毎日短時間で行う。（習慣化） 

○ ノートに練習、漢字プリントを

配付等、変化を付ける。（機械的な

練習になることを避ける） 

○ 温かい声かけ、赤ペンにより児

童の意欲の向上を図る。 


